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この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

　

６
月
定
例
会
で
は
様
々
な
議
案
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特
別
委

員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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が
き

あ
と
が
き

意見書意見書
　６月定例会で
は２件の意見書
を可決し、関係
機関へ送付しま
した。� （要旨）

《
小
学
３
年
生
》

○
４
月
３０
日　

二
小
１０１
人

○
５
月
２８
日　

花
小
金
井
小
１２７
人

○
５
月
３０
日　

六
小
７０
人

○
６
月
１１
日　

五
小
１４１
人

○
６
月
１３
日　

七
小
１１３
人

○
６
月
１８
日　

十
一
小
１０９
人

○
６
月
１９
日　

十
五
小
８９
人

○
６
月
２１
日　

学
園
東
小
６５
人

○
６
月
２４
日　

三
小
１１８
人

○
６
月
２５
日　

十
小
１１４
人

○
６
月
２７
日　

九
小
７５
人

議
場
見
学

議
場
見
学

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　
６
月
定
例
会
で
は
、
請
願
４
件
を
新
た
に
受
理
し
、
採
択
し
ま
し
た
。
陳
情
は
３

件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
は
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
報
告
書
に
つ
い
て 

原
案
の
文
章
を
第
三
者
が
作
成
し
提
言
の
実
施
状
況
を

報
告
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

有
害
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
部
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
よ
る
地
下
水
汚
染
の

原
因
究
明
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

学
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時
間
延
長
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

１　

い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
報
告

書
は
、
小
平
市
教
育
委
員
会
い
じ
め

問
題
対
策
委
員
会
な
ど
の
第
三
者
委

員
会
や
委
託
し
た
弁
護
士
な
ど
の
第

三
者
が
原
案
か
ら
文
章
を
作
成
す
る

た
め
に
、
実
施
時
期
、
予
算
、
作
成

方
法
等
の
検
討
を
早
急
に
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

２　

い
じ
め
重
大
事
態
調
査
報
告
書

で
な
さ
れ
た
提
言
を
実
施
す
る
た
め

の
計
画
を
立
て
、
そ
の
実
施
状
況
を

半
年
に
１
回
の
頻
度
で
市
教
育
委
員

会
定
例
会
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

原
則
と
し
て
、
い
じ
め
被
害
者

や
そ
の
保
護
者
か
ら
の
意
向
に
応
じ

て
い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
報
告
書

を
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
花
小
金
井
１
丁
目

柏
本　

浩
二

　

市
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
流
出
源
の

特
定
に
向
け
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
を
保
管

及
び
使
用
し
て
い
た
在
日
米
軍
基
地

及
び
民
間
事
業
者
な
ど
の
施
設
や
工

場
を
調
査
す
る
よ
う
、
ま
た
必
要
な

場
合
は
立
入
り
調
査
を
す
る
よ
う
、

都
内
の
２５
市
と
連
携
し
て
国
や
東
京

都
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
大
沼
町
７
丁
目

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
問
題
を
考
え
る
会

深
澤　

洋
子　

外
９２２
人

　

小
平
第
一
小
学
校
、
小
平
第
三
小

学
校
、
小
平
第
九
小
学
校
、
小
平
第

十
四
小
学
校
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、
速
や
か
に

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
た
か
の
台

片
岡　

浩
一　

外
８９
人

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第
９９
条
）

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区

に
お
け
る
即
時
停
戦
と
人
道

支
援
の
た
め
の
さ
ら
な
る
外
交

努
力
を
国
に
求
め
る
意
見
書

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ

ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
軍
事
衝
突
に

よ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地

区
に
お
い
て
尊
い
人
命
が
深
刻
な
危

機
的
状
況
に
さ
ら
さ
れ
、
市
街
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
人
道
法
は
、
人
道
的
な
取
扱

い
を
定
め
て
お
り
、
子
ど
も
を
含
む

民
間
人
を
無
差
別
に
殺
傷
す
る
こ
と

は
、
明
白
な
国
際
法
違
反
で
す
。

　

昨
年
１２
月
１２
日
の
国
連
総
会
で
は
、

人
道
目
的
の
即
時
停
戦
と
人
道
支
援

の
確
保
な
ど
を
求
め
る
決
議
案
が
日

本
も
含
む
１５３
か
国
の
賛
成
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
決
議
に
は
、
紛

争
当
事
国
な
ど
は
反
対
し
て
い
た
た

め
、
履
行
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
に

努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
な
お
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
全
て
の
当

事
者
及
び
国
際
社
会
が
、
人
道
目
的

の
即
時
停
戦
、
国
際
人
道
法
を
含
む

国
際
法
の
遵
守
、
人
道
支
援
物
資
の

供
給
に
よ
る
人
道
上
の
危
機
的
状
況

の
改
善
を
実
現
す
る
よ
う
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
さ
ら
な
る
外
交
的

努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
宛
て

有
害
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る

一
部
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
汚
染
か
ら
小
平 

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、 

早
急
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

の
一
部
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

（
以
下
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
」
と
い
う
。）

等
の
有
害
性
に
つ
い
て
、
全
米
ア
カ

デ
ミ
ー
ズ
が
発
が
ん
性
リ
ス
ク
や
、

胎
児
や
こ
ど
も
の
発
育
不
全
等
と
の

関
連
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

小
平
市
を
含
む
多
摩
地
域
で
は
、

令
和
４
年
か
ら
５
年
に
か
け
て
、
市

民
団
体
に
よ
っ
て
、
当
該
市
区
の
住

民
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
血
中
検
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
検
査
結
果
で
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
血
中
濃
度
が
令
和
３

年
の
環
境
省
の
全
国
調
査
と
比
べ
２

～
３
倍
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
状
、
ど
の
程
度
の
血
中
濃
度
で

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
が
存
在
す
る
場
合
に
健

康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
に

つ
い
て
は
い
ま
だ
確
定
的
な
知
見
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
現
在
も
国
際
的
に
様
々

な
知
見
に
基
づ
く
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

国
及
び
東
京
都
に
対
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
等
の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
血
中
濃
度
の
基
準
値

の
決
定
等
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

求
め
ま
す
。

１　

国
内
外
の
最
新
の
科
学
的
知
見

を
集
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
に
関
し
て
健

康
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
血
中
濃
度
の
基
準
値
を
早
急
に
決

定
し
、
国
民
に
対
す
る
情
報
発
信
に

努
め
る
こ
と
。

２　

現
時
点
で
必
要
と
考
え
ら
れ
る

健
康
調
査
を
実
施
し
、
デ
ー
タ
を
蓄

積
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
環

境
大
臣
、
東
京
都
知
事
宛
て

市民と議会の意見交換会を開催しました
　市議会では、「地域と大学等の連携について」をテーマに、令和６年
度初めての意見交換会を開催しました。令和６年３月定例会に関する報
告を行ったのち、グループに分かれ、設定したテーマ及び市政全般につ
いて市民の皆様と意見交換を行いました。
　多くのご意見をいただき、ありがとうございました。
　開催の概要は以下のとおりです。

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果の
詳細については、市議会ホームページのほか、市役所７階
議会事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆様との意見交換の機会を定期的に設けて
まいります。多くの方のご参加をお待ちしております。

５月18日（土）午後２時から午後４時まで
白梅学園大学　I（アイ）棟　１階　13講義室
36人

 日　時 
 会　場 
 参加者 

会 派 の 構 成会 派 の 構 成
　会派は、政策を中心とした理念を共有する議員で構成されています。小平市議会で
は、小平市議会基本条例第４条で議会活動を行うため、会派を結成することができる
と定められています。２人以上の議員をもって会派を構成することができます。　

政和会（８人）
○鈴木　洋一　石津はるか　外山まなみ
　比留間洋一　深谷　幸信　福室　英俊
　松岡あつし　山田　大輔

○＝幹事長
市議会公明党（６人）

○虻川　　浩　佐藤　　徹　髙橋　政美
　津本　裕子　橋本　孝二　幸田　昌之

フォーラム小平（５人）
○吉本ゆうすけ　岩本　　誠　岡田しんぺい
　川里　富美　中江　美和

日本共産党小平市議団（３人）
○細谷　　正　鈴木だいち　三輪　博美

一人会派の会（２人）
○伊藤　　央　安竹　洋平

生活者ネットワーク（２人）
○さとう悦子　柴尾ひろみ
《無会派》

まちづくり市民こだいら（１人）
　水口かずえ

《無会派》
市議会れいわ新選組（１人）

　中倉　茂和

議 場 議 席 図議 場 議 席 図

傍　聴　席　(60席)

議長席

演壇

理事者席 理事者席

6
水口

5
中倉

4
橋本

3
髙橋

15
岡田

14
安竹

12
佐藤（徹）

25
吉本

24
伊藤

23
津本

8
三輪 7

岩本
18
柴尾 17

鈴木（だ）
16
川里

28
さとう（悦）

27
細谷 26

中江

2
石津

1
深谷

11
山田

10
福室

21
松岡

19
鈴木（洋）

9
外山

20
比留間

13
幸田

22
　川


